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以

降

の

歴

代

法

主

の

名

も

な

い

。

 

 

し

か

も

、

初

座

で

は

梵

天

帝

釈

を

削

除

し

、
「「「「

皇

祖

天

照

大

神

皇

宗

皇

祖

天

照

大

神

皇

宗

皇

祖

天

照

大

神

皇

宗

皇

祖

天

照

大

神

皇

宗

神

武

天

皇

神

武

天

皇

神

武

天

皇

神

武

天

皇

肇

国

以

来

御

代

肇

国

以

来

御

代

肇

国

以

来

御

代

肇

国

以

来

御

代

々々々々

ノノノノ

鴻鴻鴻鴻

恩恩恩恩

ヲヲヲヲ

謝謝謝謝

シシシシ

」」」」

と

あ

る

。

こ

れ

は

、

宗

門

が

軍

部

に

迎

合

し

た

動

か

ぬ

証

拠

で

あ

る

。 

更

に

「

院

達

」

に

は

、

二

座

も

長

行

な

し

の

方

便

品

と

自

我

偈

で

も

よ

く

、

二

座

と

三

座

、

ま

た

四

座

と

五

座

を

併

せ

て

、

各

一

座

と

し

て

行

っ

て

も

い

い

と

書

か

れ

て

い

る

。 

宗

門

の

主

張

は

常

に

僧

俗

差

別

の

感

情

か

ら

生

ま

れ

て

い

る

。

〃

信

徒

の

分

際

で

観

念

文

を

変

え

た

〃

と

い

う

の

が

彼

ら

の

本

音

で

あ

る

。

そ

の

姿

こ

そ

、

道

門

・

僣

聖

増

上

慢

で

あ

る

。

（

終

わ

り

） 
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